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1　はじめに
　秩父郡長瀞町野上に所在した長瀞綜合博物館は、地元の眼科医塩谷覚三郎 (1886-1967) が収集した

資料を展示公開する「汲古館」として昭和 32 年に開館し、同 38 年に長瀞綜合博物館に改称した私立

博物館である。平成 25 年の閉館に伴い、収蔵資料が埼玉県に寄贈された。さきたま史跡の博物館で

は考古資料を受け入れ、整理作業を進めている。これまで骨角製品の一部（倉澤 2016）、金属製遺物（野

中 2018、水口 2018）、古瓦（野中・鈴木・宮原 2019）、玉類（野中・山田 2020）、縄文土器・土製品（野中・

別所2021）が整理・検討されている。その過程で、柴田常恵に関係すると指摘された資料が複数あった。

　本稿では、旧長瀞綜合博物館所蔵資料の考古資料のうち柴田常恵に関係すると考えられるものの具

体的な資料目録を提示する。さらに、文献資料等から読み取れる柴田の動向と照らすことで、これら

の資料が柴田旧蔵資料であることを確認し、また、柴田が資料を入手した経緯を推察する。なお、今

回の文献調査は『人類学雑誌』『埼玉史談』を中心に行った。

2　資料の概要
　旧長瀞綜合博物館所蔵資料は受け入れる際に便宜的に通し番号が振られた。目録作成作業では基本

的にこの番号を踏襲して資料番号としている。目録項目の説明は第 1表に示す。

　本紀要においてすでに目録として公開されている旧長瀞綜合博物館所蔵資料のうち、柴田常恵に関

係すると指摘された資料について、一覧を示す【第 2～ 5表】。なお、「古瓦」については後述の通り

すべてが柴田に関係するものと想定されているため、本稿では掲載を省略した。既報の目録（野中・

鈴木・宮原 2019）を参照されたい。また、縄文時代の石器については、目録は未公表であるが、柴

田旧蔵資料と判断したものについてのみ一覧を示す【第 6表】。

　倉澤（2016）は骨角製品 8点について、添えられていたキャプションの内容、すなわち出土遺跡名「富

山県氷見郡朝日貝塚」と年号から柴田常恵が内務省の史蹟名勝天然記念物調査会の考査員として現地

に赴いた際に持ち帰ったものであると判断した。國學院大學が公開している柴田常恵の写真資料 (註 1)

の中に同一資料と思われる骨角製品が写っていることも根拠の一つとして挙げた。

　水口（2018）は金属製遺物目録（野中 2018）に掲載された和同開珎 2点について柴田旧蔵資料で

あると判断した。これらは台紙に糸で固定されていたもので、その台紙に記載された内容の検討、文

献調査からの裏付け、台紙の筆跡と柴田の筆跡の検討、國學院大學のデータベースに掲載された写真

を根拠とした。水口は出土地等が記載された台紙を伴う資料をはじめ、旧長瀞綜合博物館の資料には

柴田常恵旧蔵資料が多く含まれている可能性を指摘した。金属製遺物目録に掲載された資料には、展

示キャプション、資料が台紙に固定されたもの、資料に紙札が結びつけられたもの、資料に直接付箋

が添付されたもの、資料に直接注記されたものと大きく 5つのタイプがあった。このうち、台紙に固

定されていた資料を柴田旧蔵資料とすると、水口が報告した銭貨 2点を含めて 35 点ある。

　旧長瀞綜合博物館所蔵資料の古瓦は昭和 30 年に県指定文化財（考古資料）に指定されている。埼

玉県立熊谷図書館に所蔵されている「塩谷覺三郎氏所蔵全國古瓦目録」（刊行年、著者等不明）の前

書きに「柴田常恵先生が（中略）五十三年間研究蒐集された、日本全国古瓦の目録であります。」と

あることから、県指定文化財「古瓦」338 点が柴田常恵の蒐集した資料であることが分かる（註 2）。

　玉類は採集地などが不明な物が多いが、資料に直接注記したもの、記載した紙を資料に貼り付けた
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もの、採集地や年月日などを記載した厚紙の台紙に資料を糸で固定したもの等もあった。先例（水口

2018、野中 2018）に倣い、台紙を伴う資料は柴田関係資料である可能性が高いとした（野中・山田

2020）。玉類 507 点のうち、117 点がそれにあたる。

　縄文土器・土製品は資料が大きいこともあり、台紙に糸で固定されたものは少なかった。ただし、

情報が記載されたラベルが伴うものは複数あり、明治から大正期の日付のある資料は、柴田常恵旧蔵

資料の可能性があるとしている（野中・別所 2021）。527 点のうち、7点がそれにあたる。

　縄文時代の石器は、採集地などが記載された台紙に糸で固定されたものを柴田常恵旧蔵資料とした。

石鏃や石匙を中心とした剥片石器や石斧など 288 点である。

3　資料の検討
　（1）柴田常恵という人物

　柴田常恵は明治から大正、昭和時代にかけて考古学をはじめ、歴史学、郷土史など幅広い領域で多

大なる貢献をした人物である。明治 35(1902) 年に東京帝国大学人類学教室に勤務すると、各地の遺跡

調査に赴くことが増え、発表する論文や報告文等も考古学分野のものが多くなる。大正 9(1920) 年には

東京大学を辞し、内務省の史蹟名勝天然記念物調査会考査員になると、一層日本全国の遺跡、史蹟の

調査に尽力された。埼玉県の文化財保護や研究活動への貢献は大きく、昭和 3(1928) 年には埼玉県史編

纂会の監修となり、翌年には埼玉郷土会を設立し月刊『埼玉史談』を刊行した。大学で講師を兼任し、

各地の県郡市町村史編纂に関わるなど、学問分野だけでなく貢献の範囲も多岐に及ぶ人物である。

　（2）柴田の経歴と資料の由来

　第 7表は柴田の略歴年表に、柴田旧蔵資料として抽出した資料を台紙に記載された内容に基づいて、

年代順に当てはめたものである（註3）。資料を入手した年代は、柴田が人類学教室へ入ってから昭和期

まであるが、特に明治から大正期にかけての時期が多い。この資料の一部について文献資料と対応関

係が認められる。なお、骨角製品8点、金属製遺物の銭貨2点【0391】【0392】、及び玉類の27点【01-0386】

については既に検討が行われ、柴田旧蔵資料と判断されている（倉澤 2016、水口 2018、野中・山田

2020）。

　a）明治 38(1905) 年の東北地方踏査
　柴田は明治38年 8月 20日から9月 20日まで、往復32日間かけて大学の命で東北地方に調査へ行っ

た記録を『東京人類学会雑誌』（柴田 1906a）に寄稿している。このときは、磐城、岩代、陸前、陸中、

羽前をめぐった。

　第 7表の明治 38 年の部分を見ると、台紙に「岩代耶麻郡木幡村」の注記がある石鏃と石匙が複数

ある【B40-005、B43-008】。柴田（1906a）には「耶麻郡木幡村」では石鏃や石錐、石匙を発見したと

あり、記録と注記（註 4）が一致する。また、注記に日付はないが、「岩代安積郡大槻」と記された台紙

の石鏃が複数ある【B38-001、B40-003、B40-006、B40-008、B41-005、B41-010】。文中では古墳・横

穴墓のある地として「岩代安積郡大槻村」を挙げ、勾玉や銅鍔、釧などを発見したと記載がある。明

治 38 年のこのときに採集した遺物かは定かではないが、可能性のあるものとして示す。「陸中膽澤郡

佐倉川村大字常盤字杉堂」では現地の人類学会会員の青木禎次郎と鈴木貞太郎と共に発掘を行い、石

器時代の土器を発見したと記載がある。注記の年月は翌年であるが、鈴木貞太郎より「陸中膽沢郡佐

倉河村常盤字■ノ堂」の石鏃を複数得ている【B38-005、B39-010、B43-007】。これ以降、鈴木からは
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岩手県（陸中）を中心とした石器類を多数得ている（註5）。

　b）大正 8(1919) 年の大阪府国府遺跡調査
　柴田は大正 8年 4月、小金井良精と共に「河内國道明寺村字國府衣縫」の遺跡（大阪府藤井寺市国

府遺跡）の発掘を行った（小金井 1919）。石器時代の遺物に伴う人骨が複数体検出されたことで有名

な遺跡である。資料のなかには「河内國南河内郡道明寺村總社　大正八、四」の注記のある台紙に固

定された石鏃がある【B42-004】。年月と地名が一致しており、国府遺跡発掘の際に得た石器であると

考えられる。

　c）大正 13(1924) 年の東北調査旅行
　柴田（1927a）によると、大正 13 年の夏に秋田県（羽後）に赴き、多数の竪穴を見たという。また、

同年の 9月に東北地方を旅行した記録がある（柴田 1927b）。資料のなかには、この年の 8月に岩手

県で得たという注記「陸前気仙郡大船渡村下船渡貝塚　土偶　大正一三、八■　柴田」ラベルを伴う

土偶がある【01-044】。注記には柴田の名も記され、本資料を得たのが柴田であることは明らかである。

この年の夏に東北地方へ行ったのが 1度であったのか 2度以上であったのかは定かではないが、上述

のいずれかの機会に得たと考えるのが妥当であろう。

　d）大正 6(1917) 年『日本石器時代人民遺物発見地名表第四版』発行
　『日本石器時代人民遺物発見地名表』は東京帝国大学が発行した日本各地の遺跡の所在や性格が記

された地名表である。第三版が明治 34 年に野中完一により発行され、第四版は当時人類学教室の助

手であった柴田常恵が増補改訂の末、発行した。遺跡の所在地・発見地、遺跡の性質、発見した遺物、

事実報告者・遺物所有者、掲載文献が記されている。なかには、前述の東北地方踏査（柴田 1906a）

で訪れた遺跡地名や、鈴木貞太郎、青木禎次郎の名も東北地方を中心に複数回登場する。

　地方をあまり特定することなく登場する名前の一つに、佐々木船山がある。『東京人類学会雑誌』

277 号の「新発見の石器時代遺跡」（註 6）にも多くの遺跡の報告者として名前が挙げられており、明治

から大正期にかけて日本全国の遺跡で資料採集を行っていたようである。柴田旧蔵資料のなかには

「佐々木船山ヨリ購」の注記（註 7）のある台紙を伴うものが複数ある【B36-001】【B36-006】【B37-002】

【B37-003】【B37-007】【B37-008】【B39-008】。地名表作成のため、各地の資料提供を求めていたのだろう。

地名表の「第四版ノ増訂ニ就テ」において柴田は、新発見をした者は採集地を詳細に表記して遺物と

あわせて人類学教室に報告するようにと記述している。

　e）愛知県保美貝塚
　柴田旧蔵資料中で「三河国渥美郡福江町保美」の石鏃を複数提供した人物として小塩十一郎がいる。

大野延太郎（雲外）の報告によると、小塩十一郎は愛知県下三河国渥美郡清田村の小学校校長であり、

明治35年に伊川津村の貝塚で有髯土偶を発見した人類学会会員でもある（大野1905）。柴田常恵自身、

愛知県の出身であり、伊川津村の貝塚の発掘なども行っているため（大山 1923）、小塩と関わる機会

はあったことと考えられる。

　4　旧長瀞総合博物館所蔵資料における柴田常恵コレクション
　本稿では、旧長瀞綜合博物館所蔵資料のうち、注記の施された台紙に糸で固定された資料を抽出し、
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文献から読み取れる柴田常恵の動向との比較を行った。その結果、縄文時代の土偶や石器を中心とし

た複数の資料について対応関係が認められた。同じ手法、つまり注記を記した台紙に糸で資料を固定

する整理方法が採用されている資料については、柴田常恵旧蔵資料「柴田常恵コレクション」と判定

してよいと考える。さらに傍証として、台紙の一部に裏面に「柴田」の印章を持つものがあることを

示しておく【B41-003】【B41-007】【B42-003】。

　なお、旧長瀞綜合博物館所蔵資料は整理途中であり、本稿で提示するものが全てではない。旧長瀞

総合博物館に柴田常恵関係資料が所蔵されていた経緯についても不明なままである。今後、國學院大

學で所蔵している柴田常恵関連資料との比較検討による分析成果も期待される。継続的な整理作業及

び調査を行ない、随時補足していきたい。

註１：國學院大學では、研究開発推進機構各機関の研究成果の統合的なデジタル化・情報発信のため、2019 年から「國
學院大學デジタル・ミュージアム」を運営している。柴田常恵に関するものは、写真、野帳、拓本などが公開
されている。

註 2：県指定文化財「古瓦」は 338 点であるが、目録（野中・鈴木・宮原 2019）作成作業時には 339 点あったため、
古瓦の柴田常恵関係資料は 339 点となる。

註 3：本稿では、台紙に記された年月日を、資料を入手した日付として考えた。人から譲り受けたものの場合は元の
持ち主が採集した日付の可能性もある。

註 4： 台紙への注記は筆で書かれており、特にアラビア数字の「2」と「3」、「5」と「6」と「8」、「7」と「9」の判
別が難しい。本例も注記の日付を「8、20」と「8、30」と判読したが、同日の可能性がある。同様に、1909 年
の 2月 20 日と 3月 20 日、1910 年の 2月 12 日と 3月は判読違いで同日の可能性がある。

註５：東京大学総合研究博物館所蔵の八幡一郎「大型打製石器」関連標本データベース（http://umdb.um.u-tokyo.
ac.jp/DJinruis/yawata/hajime.php）によると、表面に「陸中国江刺郡黒石村字上鵜ノ木　鈴木貞太郎氏献」と
墨書注記された石器が 1点ある（人類学教室原番号 5723）。鈴木は人類学会員として、多くの採集資料を人類
学教室に提供していたと思われる。

註６： 1909「新発見の石器時代遺跡」『東京人類学会雑誌』24-277
註７：鈴木貞太郎をはじめ他の注記では「購」の記述はないため、佐々木からは購入していたことを敢えて記録した

可能性がある。著作に『蝦夷天狗考』（1912）や『蝦夷天狗研究　第二巻』（1913）があるが、詳細は不明である。
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写真１　B42-009表 写真２　B42-009裏

第 1表　目録項目の説明

第2表　柴田常恵コレクション　骨董製品一覧（倉澤2016より作成）
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第3表 柴田常恵コレクション 金属製遺物一覧 ( 野中 2018より )
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 第 4表 柴田常恵コレクション 玉類一覧 ( 野中・山田2020より作成 )
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第5表 柴田常恵コレクション 縄文土器・土製品一覧 ( 野中・別所2021より作成 )
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第6表 柴田常恵コレクション 縄文石器一覧
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第7表 柴田常恵の動向と資料

【同上】は、上と同じ台紙という意味である。
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